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（協） 千葉電友会だより （２＞

ぐ

こ 挨 拶

千 葉 市 長 松 井 旭

この度、 協 同組合千葉電友会皆様方の会報 「電友会だより」 第６ 号が発刊さ れま

した こ と、 心 よ り お 祝 い を 申 しあ げ ま す。

皆様方には、 日頃より、 一致協力 され業界の発展はもとより、 著 しく技術革新 が

進む中、 技術向上に努められ、 便利 で快適な市民生活づくりに多大 のご尽力をい た

だいておりますこと、 心より敬意と感謝の意を表する 次第でありま す。

貴組合には、 これまで染 谷前理事長さ んのもと大きく発展して参 りましたが、 こ

の 度、 岩 崎 理 事 長 さ ん を選 出 さ れ、 新 た な る 組 織 の も と、
２１世紀 に む けて さ ら に 大

きく飛躍を期 されますこと、 誠に意義深く、 心強く存 ずる次第であ ります。

さ て、 本 市 は 現 在 人 口８３万 人 を 擁 し、 県 都 と し て、 ま た 首都 機 能 の一 翼 を 担 う 業

務核都市として、 さらには世界に開かれた国際都市と して、 大きく発展すること が

期待されております。

こ のような中 で、 本 年度は、 「自立 し創 造す る都市づく り」 を基本目標と した

「総合基本計 画」 及 びこ れに基づく実施計画をス ター トさせるとと もに、 来年４月

には、 政令指 定都市への移 行を実現させ るべく、 全庁 一丸となって取り組んでいる

の で あ り ま す。 現 在、 県と の 委 譲 事務 に つ い て、 お お む ね合 意 に 達 して お り、
今 後

とも関係 諸機 関の ご指導をいただきながら、 ス ムーズな移行 に向 けて万全を期して

参る所存 であります。

ま た、 都 市 モノ レ ー ル の 建 設、
Ｊ Ｒ 千 葉 駅周 辺 の大 改 造、 市 役 所 周 辺 の 業 務 地 区

形成さらには、 幕張新都心 づくり等 の大 規模プロ ジェク トを推進させ、 大都市にふ

さわしい都市 機能の充実に努めるととも に、 市民生活 の一層の向上 を図るべく様々

な 施 策 を展 開 して いる とこ ろ で あ り ます。

どう か、 貴 組合皆様 方に は、 こ のよう な本市 の現況 をご理解いただきま して今後

とも市 政に対 しまして、 一層 のご支援・ ご協力 を賜り ますよう心か らお願い申し上

げる次第であ ります。

お わりに、 協 同組合千葉 電友会の今後 ますますの ご発展と、 会員皆様方のご健勝

，
ご 活躍 をお 祈 り いた しま し て ご挨 拶 と い た しま す。



（３） （協） 千．葉電友会 だより

理事長就任にあたって
（施工能力 のアッ プをはかろう）

協同組合千葉電友会理事長

岩 崎 興 二

月 日 のた つ の は 早 い も の で、 私 も 千 葉 へ 参 り ま して か ら２６年 に な り、 右
も左 も 分

か ら な い自 分 を 同 業 者 の 皆 様 に よ っ て、
ご指 導 を 賜 り、 引 き 立 て て 頂き、 現

在 の 思

いも かけなかった理事長職に就いていたと言う事が、 いつ わら ざる 私の心境であり

ま す 。

前理事長染谷新太郎氏の下、 発足 した協同組合千葉電友会も、 千葉市 を始め、 千

葉県中小企業団体中央会、 関係 団体等の皆様方に、 ご支援 ご協力 をたま わり、 年々

徐々 にで は ご ざい ま す が、 前 進 を して い る も の と確 信 を致 し てお り ま す。

地域社会に貢献 し、 千葉市と共に歩む当電友会です ので、 組合員の方々 のご意見

を反 映させ、 これからも、 発注金額の引き上 げ、 大型工事 の市 内業者同 志の共同企

業 体 を、 継 続 して 要 望 を し て ゆ く つ も り で す が、 そ れに は、 今 ま で 以 上 に 組合 員 各

位が経営基盤の強化、 技術 の研 鐙に努め、 施 工能力 のアッ プを図っていく必要 があ

り ま す。

しか し、 我々 中小企業は、 最近の労働環境 の変化により、 労働力の確保 が一段と

困難を極めている 中、 急速に施 工能力 を上げていく事は、 簡単に出来る ものではあ

り ま せ ん。 そ れ で は
、
施工 能 力 の 向．

ヒ強 化 を 図っ て い く こ と の 考 え 方 と して、 皆

様方の会社に勤務 しておられる 社員 の方々、 特に中堅社員 のパワーアッ プにあると

思 わ れ ま す。 我 々 は社 員 の補 充 に だ け目 がゆ き、
中 堅 社 員 の 育 成 を 怠 っ て い る こ と

が 多々 あ る の では な い で しょ う か。

第一線のリー ダーである、 中 堅社員層の能力 の向上こそ、 その会社の業績を左右

し
、
会 社 の発 展 に つ な がる も の と思 う 次 第 で ご ざい ま す。 社 員

は 常 に、 「こ の 会 社

にいて、 自分を伸 ばす事 ができる か」 「この会社にいて将来充実 した人生を送る事

が出 来る か」 という考えをもちつづ けているものです。 それらの社員 の期待に答え

てい く の が、 社 長の 経 営 能力 であ り、 指 導力 であ り ま す。 会社 は 永 遠 の も ので 有り、

社 員 と そ の家 族 の 為 に 発 展、 繁 栄 を 続 け、
適 正 な 利 益 を 上 げ、 そ し て、 社 員 に 仕 事

を通 じて生き がい を提供 していく事が、 トッ プリー ダーにかせられた最大の課題で

あ り、 責任 で あ る と 思 わ れ ま す。

こ れからは、 人材教育に力 を入 れていく会社ほ ど、 限り無く成長するといわれて

お り ます が、 そ れ に は、 社 長 の 経 営 方 針 が 確 立 さ れ て お り、 会 社 の 将 来 像 が し っ か

り 示 さ れて い な け れ ば社員 教 育 も、 出 来 な い の で は な い で し ょう か。



（協） 千葉電友会だより （４）

私が千葉に来ましてから、 数社の同業者の倒 産をみてまいりま した が、 その倒産

した 業 者 は、 経 営 能 力、 管
理 能 力 の 欠 如等、

そ の他 必 ず 共 通 する も の があ り ま し た。

第 １ に、 部 下 を 育 て て い な い 事、 第 ２ に、 公 私 混 同 がい ち じる しい 事、 第 ３ に、 ド

ン ブ リ 勘 定 で あ る 事、
第 ４ に
、
社 長 に 計 画 性 が な い 事、

第 ５ に夫 婦 仲 がよ く な い 事

等、 以上の様な事が感 じられた次第です。

中堅社員は行動力 が有り、 考え方にも柔軟性 のある世代で すので、 トッ プは先見

性をもち、 目標を見極め、 会社に対する期待感 をもたせ、 社員 を育てる熱 意があ れ

ば我々 中小企業も、 まだまだ発展成長する可能性 があります。

部 下 に とっ て 最 大 の 労働 条 件 は、
「上司 で ある」 と 言 わ れ て いる 事 から、 明

る く
、

活気のある職場を心 がけ、 将来に夢を与え、 上司と部下の絆 を大切に して、 たとえ

小さくとも、 魅力のある会社を作っていく事に努 めてゆ けば、 多少労働条件 が悪か

ろうと社員は定着するものです。

会社の大小にかか わらず社員 の能力を引き出 し、 そ してそ の力 をかりて、 経営に

当たって行くのが企業であり、 社長の能力 の範囲内で経営するのが稼業でありま す。

組合員の皆様には、 全社が企業になって頂くよう努力 をして もらいたいと 思う次第

で す。

昨年の見学旅行会で松下電器歴 史館 を訪ねた 際、 「会社は公器で有り、 私事にあ

ら ず」 と 言う 言 葉 が ご ざいま し た が、 トッ
プ リ ー ダー は 公 器 で ある 事 を念 頭 にお き、

常に反省 しながら経営にあた れば部 下は十分に力 を発揮 してく れ、 施工能力 のアッ

プに つ な がる も の と 思 わ れま す。

大多 数の組合員の方々は企業と して、 立派に 経営さ れている 事と、 確信 しており

ま す し、 ま た 私 自 身 も こ う あ り た い と思 っ て い る 次 第で ご ざ いま す。

私は、 組合組織を通 して会員相 互が協力 しあ い、 励ま し合う 事によって、 各社の

繁栄につな がり、 しいては業界の発展 につな がるものと信 じております。

千葉市 ご当局より発注さ れる電気 設備工事につ いては、 近 い将来、 市内 業者で １

００％施工するという 目標に向かっ て皆 様ととも に、 組合運営 に当 たってま いり たい

と 考 え てお り ま す。

８月２０日付で千葉市建築部と千 葉市設備協 会、 並 びに当千 葉電友会で、 『設備工

事施工研 究会』 が設 立さ れま した。 今後 の業界 の発展、 経営 技術、 施工技術 の向上

に も つ な がる も の と、 大 いに 期 待
を し てお り ま す。 こ の様 な、 官 民

一 体 と なっ た 研

究会を発足させて頂 きました、 御 当局 の御配慮 に深く感謝の 意を表したい と思う し

だ い で ご ざい ま す。

お わ り に、 平 成 ４ 年４月 を目 標 と し て、 政 令 指 定都 市 移 行 に 向 けて、
適 進さ れて

いる千葉市の益々の発展と、 組合員 皆様方の今 後益々 の活躍 を心より ご祈念 申しあ

げ
、
ご挨 拶 と 致 しま す。

追 伸、 １０．月１５日 付 で 政令 指 定 都 市 の 閣議 決定 さ れ ま し たこ と、 誠 にお め で とう ご

ざい ま し た。 我 々 業 界 も、 こ れ か ら の千 葉市 に 大 い に期 待 も 致 し、
ま た誇 り に思 う

しだ い で ご ざ いま す。



（５） （協） 千葉電友会だより

建築行政の将来展望

千葉市建設局建築部長 奥 貢

既 にご存知 のように、 千 葉市は仙台市 に次ぎ、 全国 で１３番目の政 令指 定都市移行

に 向っ て 大詰 め に 来て お り、 現 在 急
ピッ チ で都 市基 盤 整備 を初 め と し て、

ビッ グ プ

ロ ジ ェク ト が 市 内 至る と こ ろ で 進行 し て お り ま す。

更に、 これから都市の拡 大と共に、 さま ざまな施設が必要となり 計画されており

ま す。 こ の よ う な こ と か ら、 言 わ ば、 他 都 市 が 熟 年期 ま た は 老 年期 に 向 か っ て い る

中 で、 千 葉 市 は 都 市 と し て 青 年 期 に あ る
と 言 え、 首 都 圏 の 中核 都 市 ・ 自 立 都 市、 ま

た、 国際都市と しての魅力 と風格を求め られております。

こ れか ら の 千葉 市 は、 今後 益 々 人 口 の 増加 と、 経 済 の発 展 が 見込 ま れ て い る 中で、

建設業の果す役割は大変大きく、 全国的 に見ても国民生産の２割近くの建設投資、

全産業就業人口の１割近くを抱え、 産業構造の中で大きなウェイトを占めており ま

す。

２１世紀 へ 向 けて 高 度 化、 多 様 化 す る 中 で、 市 民 ニー一
ズに 応 え る べ く 建 設 需 要 に 的

確に応え、 よ り豊かな経済、 社会 の創造 に魅力と活力 にあふ れた産 業として発展 さ

れることが望 まれる わけで あります。

こ の 様 に都 市 の 発展 に は、
建 設 産 業 が 非 常 に 重 要 な 位 置 を し め、 ま た、

ご存知 の

ように多岐にわたり裾 野を広く、 皆様方においても経済的な面で直接あるいは間接

的 に、 大 な り 小 な り 影響 を 受 け て お
ら れ る の で は な い で しょう か。

千 葉 市 に お い て も
、
都 市 の 発 展 と 共 に 市 民 ニ ー ズ に 応 え る た め に は、 行 政 だ け で

はな し得ないものがあり、 民間の活力 に覆うところが大でありますので、 皆様方の

ご協力を得なが ら２１世紀へ向 けて立派な都市づくりを進めて参りたいと考えており

ま す 。

最後に、 （協）千葉電友会も創立２６年目に あたり会員の皆々様の ご発展 とご健勝 を

祈 願 致 しま す。



（協） 千葉電友会 だより （６）

雑 感
一 今 日 こ の 頃 一

千葉市建設局建築部設備課長 清 水 克 祐

古い組合員 の皆様の中には、 ご存 じの方もおられる と思いますが、 現在の県の企

業庁の庁舎が市庁舎であっ たころ、 今の契約課の前身 の建設局監理 課で契約事務を

担 当 して い た Ａ 女 子 職員 が、 今 年 ３，
月３１日 付 で検 査 課 を最 後 に 退 職 しま した。 そ し

て こ の ５月 に 亡 く な りま し た。 そ の１ カ．月 前 に、 私 の 母方 の４７才 の 従 弟 を 亡 く し、

６月 に、 大学 で４ 年間机 を並べて学んだ学友を過労死 で失い、 身近な人々が１人つ

つ欠けて行き、 自分もそのよう な歳にな ったこと を実 感している昨 今です。

そこで、 私 に残された限りのある 「時間」 を有効に使用 して、 「生涯学習」 を今

から始めよう と考えて、 ま ず仕事とは関係のないこと を少しでも多く知識と して身

につけるつ もりで、 千葉市 文化振興財 団主催の 「市民 大学」 で 「郷 土史」 を学 び、

またこの８月 下旬 には 「夏 期文学講座」 を受講しま した。 過去に学ぶことのできな

か っ た こ と を 今 学 び、
まさ に 「５０の 手習」 を 実施 して い ます。 そ れ がで き る の も ４

週６休制 によって時間があ るためで、 公務員の私達 が先行し、 工事現場ではまだ １

００％実施されてない現実を思うと、 何 か後ろめたさ があり ます。 平 成３年４月 １日

より労働 基準 法に基づく 政令の改正によ り、 １週 間の 法定労働 時間 が４６時間より４４

時 間 と な り、 将 来 は４０時 間 に して、 日 本
人 の働 き過 ぎ を なく し、 世 界 に対 す る 経 済

摩擦をなく す目的のよう です。 ９月１９日～２１日、 札 幌市で開催さ れま した 「大都市

設備 技術担当 者会議」 に出席 してまいり ましたが、 「労働 時間の短 縮傾向に伴う工

期の見直しについて」 が議 題の１つ に選 ばれていま した。 各市 が問 題意識を持って

前向きに検討 している旨の回答がありま した。 当市 においても当然考慮すべき問題

と考えており ます。 話題を元の 「限りのある時間」 に 戻します。 老後 のことを考え

て、 こ の 時 間 を 利用 し て、 ラ
イ セ ンス を 手 に 入 れよ う と 考 えて お り ま す。 幸 い に５０

の坂を越えま したので１０月 １日より受付を開始する１級 「電気 工事技術者特別研修」

を受講して、 「１級 電気工 事施工管理技 士」 の資格 を取得 しようと申込書を作成中

で す。 こ の 歳 で は、 受 検 は 合 格 しな い こ と が 自 分で わ かる ので、 こ の機 会 を 有 効 に

利用 しようと 考えています。５０歳 以上の 会員 の皆様と 千葉 の受講会場でお会いでき

ます こ と を楽 し み に して お り ます。

おわりに、 会員 の皆様の ご発展と ご活 躍を祈念申 し上げて、 つたない筆を置きま

す。
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一 総 会 報 告 一

第７回通常総会開催
新理事長に岩崎氏就任

当組合 の第７回通常総会 が５月 ２日午後３時より、 千葉市内のち ば共済会館 で開

催さ れま した。 組合員５４名出席の下、 議案審議に入り平成２年度事業報告、 収支決

算報告、 定款の一部改正、 平成３年度事業計画と予算案な どについて、 原案通り満

場一致承認された。 この他、 懸案となっていた最近の業界を取 り巻く諸情勢に対応

しての賦課金の改定も、 原案通り可決承認された。

また任期満了に伴う 役員 改選が行 われた。 その結果、 染谷理 事長が勇退 し、 後任

の新理事長に岩崎興二 氏が就任 した。

なお、 染谷前理事長、 同じく退任 した豊田理事 もそれぞれ顧問へ就任 した。

総会終了後、 千葉市長代理建築部三橋功技監を初め、 千葉県中小企業団体中央会、

関係団体 等多 数の ご来賓を迎え、 総勢 １２０名が参集 し、 懇親会 が開催された。

挨拶に立った岩崎新理事長は 「染谷前理事長の功績をけがさないよう 努力すると

共に、 千 葉 市 当 局、 関 係 団 体 等 と の 連 絡 を 密 に し、 組 合員 の 協力 を 得 な が ら、 最 大

限の努力を していきたい」 との抱 負を述べた。

ついで来賓各位 の祝辞があり、 清水設備課長 の乾杯 の音頭 で宴に移り、 盛会裡の

うちに午後７時散会した。

【新任された新役員】
役 職 名 氏 名 会 社 名
理 事 長 岩 崎 興 二 千葉塚田電気株式会社
副 理 事 長 喜多村 賢一郎 千葉電気工事株式会社
ク 桜 田 尚 栄 株式会社桜田電設

理 事 山 川 庄 治 山栄電機株式会杜
ク 藤 沼 清 一 藤沼 電設株式 会社
〃 高 井 晃 株式 会社橋 本電業社
ク 藤 巻 誠 一 片 岡電工株式会社
〃 染 谷 芳 雄 株式 会社新千葉電設
〃 徳 久 昌 之 城南 電設 企業株式 会社
ク 戸 松 新 平 有限 会社 トマツ電設 （新任）

監： 事 宍 倉 昌 信 昌信電機工事株式会社
ク 岩 井 良 之 旭電工株式会社 （新任）

顧 問 染 谷 新太郎 株式会社染谷電気商会
ク 豊 田 俊 雄 豊田電気株式会社
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千葉電友会施設見学研修旅行

去る６月２８日 （金）２９日 （土） の１泊 ２日に て栃 木県方面 に施設見学研 修旅行 を

行 い ま し た。

参加者３３名、 会員の日頃からの心掛 けが良か ったとみえ晴 天のな か千葉 をス ター

ト しま した。

途中、 照明器具メ ーカー岩崎電機㈱の ご好意により、 茨城製作所工場の蛍光灯製

作工 程の工場施設の見学並 びに日本における蛍光灯実績等の懇切なる説明を受 ける。

大変参考になり心より感謝申し上 げる しだいです。

工 場見学後、 当夜は鬼怒川観光ホテルに宿泊 し、 日頃の疲れを温泉の湯にいや し、

楽しい懇親の夜を過 ごし、 順調に岩崎新理事長による千葉電友会新体勢の発足がみ

ら れ た。

鷺 鯖 電 気 翻 瑛 域 製 舞 湧 工 場 撹 察 記 念 平歳３葺：６鑓２８田
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第一回設備工事施工研究会開催される
徳 久 昌 之

平成 ３ 年 ８月２９日 （木） 千 葉 中 央 コ ミ ュ ニ ティ ー セ ン ター に 於 て、 設備 工 事 施 工

研 究会 が開 催 さ れま した。
構 成 メ ン バー は、 千葉 市

か ら 奥 建 築 部 長 を は じ め８ 名、

千葉市設備協会 から、 細谷会長 をはじめ５名、 当千葉電 友会 から
．は岩 崎理事長をは

じ め喜 多 村、 桜 田 両副
理 事 長、 染谷、 徳

久 理 事 の５ 名 計１８名 が 出席 し て行 わ れ た。

この会 の目的 は、 「千葉市 及 び千葉市内 設備 関連施工 業者が一 体と なり、 相 互の

情 報交換 を行い、 施工技術等 共通問題を研 究 し、 設備工 事の資質の向 上を図ること

を 目 的」 とす る も の で あり ま す。 グ
ロ ー バ ル な 見 地 か ら み て、

そ し て 具 体 的 に 改 善

しようという 意図もあるかと 考えます。

こ の研 究 会 が いよ い よ ス タ ー ト し たこ と は、
理事 長 は じ め

、
理 事
、
組 合員 全 体の

喜 びであります。 発足にあたり、 千葉市の こ当局の ご協力 とご支援に たいし、 心よ

り御礼 申し上 げる次第です。

今回は初会合でもありま したのでお互いの自己紹介やら設立経過報告 がありま し

た
。

議題は（１） 施工管理能力の向上について

（２） 人手不足の問題について

（３） 資格取得の問題につ いて

等 を、 多 い に ディ ス カ ッ シ ョ ン 致 しま した。 当 組 合 か ら は 「施 工 管 理 能 力 の 向 上 に

ついて」 という議題を提案致しま した。

奥 建築部長のお 言葉で はありま すが、 まず トップの意識 の改革 が最初 で、 そして

共に 改善方法を研 究し、 実行する 事の様であ ります。 この 会は年 に４回 程度開催さ

れる 予定です が組 合員 の皆様に情 報としてお 伝えして行き ます。 是非、 各企業で生

かしてそして、 資 質の向上を して行 きたいと思います。 委員 一同一 生懸命勉強をし

て、 今後も取り 組みたいと考 えておりま すので、 意見や らアイ デアがありま したら

是非、 事務局 へご一報頂けます 様宜 しくお願い致 しま す。

なお、 第１回の設備工事施工研究会の資料につきましては、 組合員各位にお送り

致 しま す。
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第一 回設備工 事施 工研究会出席 の方々
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組 立 保 険 に つ い て
藤 巻 誠 一

当電友会の組立保険の年間団体契約 をするよう になって、 はや ３年経過致しま し

た
。

然 しながら、 会員 の皆 様の中に未だ保険につ いて充分理解されてない方も居 られ

るようなので御知らせ申 し上げます。

その一つ に契約期 間の問題があります。 例えば工 事の契約工期 が

着工 ３年８月 １日

竣工 ４年２月２８日 となっいる場合、 工事の契約工期そのままに保険の契約期

間と して しまう方が未だ多いようです が、 実際問題と して、 電気工事業者が、 工事

現場へ乗り 込むのは契約工期の着工より普通は２ケ，月後位です。 ８月 １日より保 険

を掛 けて、 現場で使用する材料を自社 の倉庫に準備 していたとして、 その材料 が盗

難 なり 火 災 なり に あ っ た と して も、
保 険は お り ま せ ん。 従 っ て ２ ケ月 間 の 保 険 料 は

無 駄 にな っ て しま い ま す。

只、 も う 一 つ 気 を つ け て も らい た い の は、 現 状 で は、 建 築 工 事 が契 約 よ り 遅 れる

ことが多 いよう ですので、 その工期が 遅れることが予想されるような場合、

保険の契約期 間 ３年１０月 １日より

４年 ３月１５日迄

と しておいた方が良さそう です。

次 に、 組
立 保 険 につ い て、 改 めて 整 理 して 御 説 明 しま しょ う。

〔保険の目的の範囲〕

１． 工 事 の 目 的物 と なる 機 械、 設 備、 装 置、 鋼 構 造物 及 びそ の材 料

２． 仮 枠、 足場、 電 気 配線、 配 管、 電 話、 照 明 設 備 な どの 工 事用 仮 設 物

３
． 現 場

事 務 所、
宿 舎
、
倉庫 な ど の 工 事用 仮 設 建 物 （什 器、 備

品 を含 む）

〔保険の対象にならないもの〕

１。 自 動 車 そ の他 車 輌、 ク レ ー ン 等 の 建機

２． 設 計 図、 証 書、 帳 簿、 通貨、 有 価 証 券
な ど
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３． 触 媒、 溶 剤、 冷媒、 熱 媒、 濾
過剤
、 潤 滑

油 な ど

４． 原料また は燃料 その他 これに準 ずる 物

〔保険金支払の対象となる事故〕

１． 従 業 員、 労 務者 又 は第 三 者 の 取 扱
上 の 未 熟、 拙劣、 過 失

な どに よ り 起 こ る

もの

２． 工法又は 組立作業 の欠陥に起因するもの

３． 設 計、 材 質、 製作 の 欠 陥 が 原 因 と な っ て 起 こ る も の

４． 土 地 の 沈 下、 隆起、 地 す べ り、 土砂 崩 れ に よ っ て 起 こ る も の

５
． 暴 風 雨、 高 潮、 洪 水、 落 雷、 冷 害又

は
、
こ れ に類 似 の 自 然 現 象 に よ る も の

６
．
火災
、
爆 発
、
破 裂 に よ る も の

７． ショ ー ト、アー ク、ス パ ー ク、 過 電 流 な どの 電 気 的 現 象 に よ っ て 起 き る 事 故

〔支 払対象とな らない損害〕

１． 被保険者、 保険契約者 又は工事現場責任者の故意・重過失により生 じた損

害

２． 戦 争、
暴 動
、
騒 じょ う、

労 働 争 議
、
官 公 庁 の 差 し押 さ え に よ る 損 害

３． 地 震、 津 波 又 は 噴 火 に よ る 損 害

４． 核燃 料物 質、 もしくは放射能汚染により生 じた損害

５． 納期 の遅 延、 能力不足 な どのために課せら れる損害賠償金

６． 自 然 消耗 に よ る 損 害

７． 在 庫 の 調 査 に よ っ て 発 見 さ れた 紛 失、 不 足 の 損 害

８． 工事以外の用途に使用 さ れた場合の使用によりそ の部分に生 じた損害

９． 設計、 材質又は製作の欠陥を 除去する為の費用

〔支払われる保険金〕

保険の目的を損 害発生直前の状態に復旧するために必要な修理費 （損害額） から

被保 険者自己負 担金を控除 した額

損 害金一自己負 担金 （５万円） ＝損害てん補金

今後共、 電友会の年間団体契約に御協力の程、 御願い致 します。

以 上
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〈資格取得にチャレンジしよう〃〉
徳 久 昌 之

昭和６３年６月６ 日より施行さ れた改正建設 業法にお いて 指定建設業と して、 土木

、
建 築
、
管
、
鋼構 造 物、 舗 装 の ５ 業 種 が 指 定 さ れ、 国 家 資 格 者

と して は、 １、 ２ 級

施工 管理技士、 技術士、 １級建 築士 が業種に 応じ定められたところですが、 近い将

来再 び建設業法が改正さ れ、 指定建設業に電気 が加えられ、 国家資格者 として 「電

気施工管理技士」 が定められる ことが予想さ れます。

組合員におかれま しては、 すでに社員 に対 して、 これらの資格を取得すべく努力

してお られると思いますが、 今後共なお一層 努力をされ、 有資格者を増 し、 建設業

法が 改正さ れても支障のないように対応 して いただくようお願い します。

皆 様も御周知の通り、 １級と２級では４～ ５千万円位が境になるよう であります

し、 １級 電気施工 管理技士が どれだけいるか で売上等も大きく左右さ れそう です。

すで に、 検 定試
験 と特 別 研 修 が そ れ ぞ れ始 ま って 居 り、 皆 様方 に は 大 い に チャ レ ン

ジさ れ て いる 事 と 思 いま す が、 ２ 年 度 か ら５ 年 度 に わた り、 特 別 研 修
を 受 講 し、 修

了試験に合格 し、 所定の手続を すると検定合 格者 となりま す。

又、 １級電気施 工管理技士の 受講資格 には、 ２級電気施 工管理技
士 の資格、 又は

建築設備士の資格 を必要とし、 第１種電気工 事士や、 実務 経験、 年齢等 の制限もあ

ります。 前段階の２級施工管理技士も同じ様な特別研修で取得する事が出来ます。

尚、 ２級の特別研修については平成３年度が最後となります。

資格取得については、 千葉市当局からも強く要請を受けて居ります。 詳 しいこと

は当千葉電友会事務局迄おたずね下さい。 特 に１級は２級を取得 してからというと

２ 級 の 特 別 研 修 に よ る 取 得 チ ャ ン ス が か ぎら れ て お り ま す。
噛

今回 の業法改正は、 不良・不適格業者を排除 し、 「技術と経営に優 れた企業」 が

成長出 来るような条件整備を主眼と しており、 業者の整理というのが本音の様な気

がいた します。 ここ は逆に有資格者 が多いという事が他社との競争力がつき、 大い

に 事業 展 開 に優 位 性 を持 て る チ ャ ンス と して と らえ た い 所 で す。 私 達 組 合 員
は
、 こ

の点を認識して検定、 特別研修双方 から取得に 努力すべきと考 えます。

尚、 提
出 及 び問 合 わせ 先 を記 載 して お き ま す。

〒１０５ 東京都港 区虎の門１丁目２５番５号 第３４森 ビル

財団法人 建設業 振興基金・試 験研修 本部 ＴＥＬＯ３（３５０２）６１３１（代表）



（協） 千葉電友会だより （１の

ＴＯＳＩＢＡ
地 上 に 育 ま れ、 明 日 に躍 進．電 設 資 材 総 合 卸

照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源
配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備
Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器
配 線 ・ 電 績 ・ 電 線 管 及 附 属 品 ・ そ の 他 電 機 工 事 材 料

千葉東芝電材株式会社

千葉南営業所

千葉北営業所

市 川 営 業 所

佐 原 営 業 所

木更津営業所

成 田 営 業 所

本 社 千葉 市中央港２丁目４番１号
Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４７２（４２）８１４１（代）

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ４７２（４２）８１４８

千 葉 市 中 央 港 ２ － ４ － １ ２６０ ＴＥＬ Ｏ４７２（４２）８１４１ ㈹
ＦＡ Ｘ Ｏ４７２（４２）８１４８

千 葉 市 中 央 港 ２ － ４ － １ ２６０ ＴＥＬ Ｏ４７２（４２）８１４１（代）
ＦＡ Ｘ Ｏ４７２（４２）８１４８

市 川 市 平 田 ３ の ５ の ３ ０ ２７２ ＴＥＬ Ｏ４７３（７９）１３１６㈹
ＦＡ Ｘ Ｏ４７３（７９）１２９４

佐 原 市 粉 名 口 口 の ３－２０２８－６３ ２８７ ＴＥＬ Ｏ４７８（５４）１６３３ ㈹
ＦＡ Ｘ Ｏ４７８（５２）３６６３

木 更 津 市 木 更 津 ３－１４－３２ ２９２ ＴＥＬ Ｏ４３８（２３）７８８５㈹
ＦＡ Ｘ Ｏ４３８（２３）７８９３

成 田 市 並 木 町 ２１ ９－ ２ ５ ８ ２８６ ＴＥＬ Ｏ４７６（２２）３２５１ ㈹

’
営業 方 針 ＝ 初 心 を 忘 れ ず、 知 恵 と 汗 を 出 し、 共存 共栄 を 計 る

電 設 資 材 総 合 卸

株 式 会 社

〒２８０

Ｔ Ｅ Ｌ

Ｆ Ａ Ｘ

井 之 輪 電 商

千葉市桜木町２３０－４５

０４７２－３２－５１ ２７㈹

０４７２－３２－６４２７

サ ー ビ ス 精 神 に 徹 す る ＝ 営 業 体 制

緊急 連 絡 ： 井 之 輪０４７２（３２）１１８８
，
小 笠 原０４７２（６４）１５２６

，
古賀０４７２（５８）５７３５



（１９ （協） 千 葉電友会 だより

第１回麻雀大会開催される

か ねてより会員より希望の多 かった麻雀大会 が、 ７月２０日 「春日麻雀クラ ブ」 に

於い て開催さ れ、 大会は大いに盛り
上がりま した。 結果、 上位 入賞者は下記の通り

で す。

優勝 蓮井英夫氏 （山栄電機）

２位 中村正志 氏 （増田電気）

３位 矢野喜愛 氏 （千葉アンテナ）

尚、 気 の 毒
な ブ ー ビー 賞 は 佐 瀬 氏 （Ｄ Ｘ ア ン テ ナ） が、 転

んで も 只 で 起 き な い 高

井氏 （橋 本電業） が当日賞を獲得 しま した。



（協） 千葉電友会だより （１⑤

ＮａｔｉｏｎａＩ松 下 電 工

膨

／

澄
鷺ド

「
ン

ＯＡルー ハ

ＣＬＡＳＳＩ

議燕｛浩鞭奪

麟霧
ＯＡ ルーバ ＯＡ ルー ハ

ＣＬＡＳＳＨ Ｉ ＣＬＡＳＳｍ き

オ フィス の 明 る さ ＰＵインバ ータ安

１５０％騰 幾驚滋
束 の；５０％ の明 るさ。フル 市灯 状態てもランプ

定 格寿 命 の 低 下や チラソキ 感か ありません。

さ：らに ル ー 八効 率 も 高 効 率ＯＡルーハを

３０％ＵＰ 蟹繋諜襯
も 明るさか アノブ（当 社 比）。本 格ＯＡ対 応

か ら 一 般 向 けま て、 ３タイ プ か り 選 へ ます。

新 ・ 登 ・ 場

ライトコントロ ーラ と 組

調 光 可 能 ・合・伝・・プ定格
光 束 の１５０～５０％て

連 続 調 光 か 可 能。オフィス の用 途 に合わせて

照 度 設 定 か自在。３段 階 のプリセノト機 能付。

Ａ＆笛
快適を科学します

〔〒２８０〕千 葉 市 祐 光１丁 目 ３ 番１号 松 下 電 工 ・千 葉 電 材 営 業 所 費（０４７２）２４－３６６１

乱時代の二≒ズに応えるＭｌＫＵＮｌ慧

営業品目
屋内 外キュ ービクル式高圧受変電 設備

配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 分 電 盤 ・ 監 視 盤

キューヒ クル式非常電源専用 受電設備

（ＰＦ－Ｓ形 １５０ｋＶＡ 屋外 用 認定 番 号 １２７号）

（ＣＢ形

（ＣＢ形

（ＣＢ 形

（ＣＢ 形

（ＣＢ形

１５０ｋＶ Ａ 〃

３００ｋＶ Ａ 〃

３００ｋＶＡ 屋 内 用

５００ｋＶＡ 屋 外 用

５００ｋＶＡ 屋 内 用

〃

〃

〃

〃

〃

２６８号＞

２２６ 号）

２８１ 号＞

２２５号）

２８０ 号）

非 常 電 源 用 分 電 盤（消 防庁 告 示 ８ 号 適 合 認 定 品）

命 三邦電機工業株式会社
本社及営業所

水 戸 営 業 所

宇都宮営業所

千 葉 営 業 所

茨 城 工 場

東 京 都 墨 田 区 本 所 ３ 丁 目２２番 ３ 号 〒，３０

水 戸 市 泉 町 ２ 丁 目 ２ 番 ２９ 号 〒３１０

宇 都 宮 市 花 園 町 ４ 番 １ 号 〒３２０

干 葉 市 長 洲 １ 丁 目 ２１ 番 ４ 号 〒２８０

茨 城 県 猿 島 郡 総 和 町下 大 野２０００番 〒３０６－０２

電 話０３（６２４）３５１１㈹

電言舌０２９２（２４）２２６１

電 話０２８６（３５）１９５１

電言舌０４７２（２１）０３３８

電言舌０２８０（９２）０７５５

ＦＡＸ Ｏ３（６２５）４６１６

ＦＡＸＯ２９２（２１）６４８４

ＦＡＸＯ２８６（３５）１８９２

ＦＡＸＯ４７２（２１）０６６８

ＦＡＸＯ２８０（９２）等０１４



的 （協） 千葉 電友会だ より

電 友 会 ゴ ル フ コ ン ペ

（福利厚生委員会）

第１７回 電 友 会 ゴル フ コ ンペ が、 ５ 月１２日 （火） 総 武 カ ン トリ ー ・ 総 武 コ
ー ス で 開

催さ れ今回 は、 参加５組、 １７名 が青空 のもとで参加 者全員和気藷々、 日頃鍛
え た腕

を競 い あ い ま し た。

成 績 は
、
次 の 通 り です。

第 １ ７ 回 ゴル フ コ ン ペ ・ ス コ ア 表

開 催 日 平 成 ３ 年 ５月１２日 総 武 Ｃ Ｃ ・ 総 武 コ ース

第１７回 ゴル フ コ ンペ ・ ス コ ア 表

開 催 日 平 成 ３ 年 ５ 月１２日 総 武 Ｃ Ｃ ・ 総 武 コ ー ス （敬称略）

氏 名 中 西 ＧＲＯＳＳ Ｈ．Ｃ．Ｐ ＮＥＴ ＲＡＮＫ Ｎ．Ｈ．Ｄ

山 本 （大 信 電 業） ４６ ４８ ９４ ６ ８８ １０ ６

武 田 （ス ズ デ ン） ６０ ５４ １１４ ２４ ９０ １４ ２４

福 田 （岡 田 電 気 工 事） ６５ ５８ １２３ ２９ ９４ １５ ２９

大 薗 （大 東 電 機 製 作 所） ５２ ４９ １０１ ２１ ８０ ３ １９

伊 藤 （伊 藤 電 業） ４３ ４２ ８５ ５ ８０ ４ＢＧ ５

小 野 田・（進 和 電 気） ６０ ６０ １２０ ３５ ８５ ８ ３５

大 沢 （千 葉 電 建） ８４ ７５ １５９ ３６ １２３ １７ ３６

藤 沼 （藤 沼 電 設） ４４ ４４ ８８ ７ ８１ ５ ７

長 谷 部 （協 同 電 業） ４９ ５９ １０８ ２０ ８８ １１ ２０

金 子 （橋 本 電 業） ６７ ６６ １３３ ３０ １０３ ＢＢ ３０

鎌 田 （モ デ ン） ５４ ４９ １０３ １３ ９０ １３ １３

山 田 （北 斗 電 業） ５０ ４６ ９６ １５ ８１ ７ １５

久 保 （北 陽 電 機） ４６ ５３ ９９ ２４ ７５ １ １７

佐 藤 （東 陽 電 気） ５０ ５２ １０２ １３ ８９ １２ １３

渡 部 （大 東 電 設） ４７ ５０ １０６ １６ ８１ ６ １６

高 本 （京 葉 電 設） ５５ ５１ １０６ １８ ８８ ９ １８

福 井 （木 村 建 設） ６０ ４９ １０９ ３０ ７９ ２ ２４

Ｄ Ｃ 渡 辺． 藤 沼． 佐 藤． 久 保。 短 Ｄ 高 木

Ｎ Ｐ 藤 沼． 伊 藤． 渡 辺． 金 子． 大 波 福 井

珍 Ｎ Ｐ 渡 辺． 佐 藤． 小 波 伊 藤

水 平 藤 沼

☆次回幹事… ※北陽電機 久保氏 ※橋本電業 金子氏

★ 次 回 の 日 時 ・ ・ 平 成 ３ 年１０月 ２ 日 （水） 総 武 Ｃ Ｃ ・ 印 旛 コ ー ス



（協） 千葉電友会だより （１萄

入 札 結 果 報

Ｈ ２
．
４
．
１ ～ Ｈ ３

．
８
．

告

３１

単 位 ： 千 円

落札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

２ 年 ５ ／１４ ・幕 張 中 学 校 ・ 構 内 配 電 線 路 切 廻 し工 事 大 東 電 設 ２，８３２

〃 動 物 公 園 ・ 付 帯 駐 車 場 電 気 設 備 工 事 ア イ シ ン 電 気 工 事 １９，５７０

５ ／２２ （仮 称〉 鎌 取 第 二 小 学 校 ・ 新 築 電 気 設 備 工 事
千 葉 塚 田 ・

和 光 建 設 Ｊ Ｖ
１２０
，
７ユ６

ク （仮 称） 大 椎 第 一 中 学 校 ・ 同 工 事 城 南 ・ 片 岡 建 設 Ｊ Ｖ １３５
，
４４５

５／２１ 高 洲 第 一 小 学 校 給 水 設 備 改 修 電 気 設 備 工 事 新 千 葉 電 設 ４
，
６３５

５ ／２８ 更 科 小 学 校 富 田 分 校 ・ 電 灯 設 備 改 修 工 事 進 和 電気 １，９５７

５ ／３０ こ て は し 学 校 給 食 セ ン タ ー ・ 受 変 電 設 備 改 修 工 事 ト マ ツ 電 設 ５
，
６６５

６ ／ ６ 市 庁 舎 空 調 熱 源 他 電気 設 備 改 修 工 事 冨 田 電機 工 業 ３７，８５２

６ ／１１ 花 園 小学 校 ・ 散 水 電気 設 備 工 事 京 葉 工業 ４
，
０１７

〃 寒 川 小 学 校 ・ 同 工 事 水 沼 電 業 社 ４
，
３６２

〃 高 洲 第 二 小 学 校 ・ 同 工 事

」

大 東 電 設 ４
，
４２９

〃 西 小 仲 台 保 育所 ・ 調理 室 改 修 電 気 設 備 工 事 黒 田 電気 商 会 ２，３１７

ク 稲 丘 小 学 校 ・ 高 圧 ケー ブ ル改 修 工 事 大 秋 電気 工業 １
，
６９９

〃 小 仲 台 中 学 校 ・ 同 工 事 東 電 工 １
，
８０２

〃 白 井 小学 校 ・ 同 工 事 北 進 電設 ３，３９９

６／１３ 稲 毛 中学 校 ・散 水 電気 設 備工 事 京 葉 電設 ６，４５８

〃 土 気南 小 学校 ・ 増 築電 気 設 備 工 事 千 葉電 気 工 事 １０，８６６

６／１８ 市 立養 護 学校 新 築 電気 設備 工 事 福 井 ・ 尾 高 建 設 Ｊ Ｖ ２５４，９２５

６／２０ 市 立千 葉 高校 避 雷針 設 備改 修 工 事 千 石 電 設 ７，４１６

〃 幸 町 第一 小 学 校 高圧 ケ ー ブル 改 修 工 事 染 谷 電 気 商会 ４，９９５

６ ／２５ 花 見川 第 二中 学 校 ・ 散 水電 気 設 備 工 事 新 千 葉 電 設 ４，０１７



（１９ （協） 千葉電友会だより

落札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

２年 ６／２５ あ や め 台 小 学 校 ・ 散 水 電 気 設 備 工 事 〃 ３，４４０

ク 天 戸 中 学 校 ・ 散：水 電 気 設 備 工 事 京 葉 電 設 ３
，
４５０

〃 蘇 我 中 学 校 ・ 同 上 工 事 北 陽 電 機 産 業 ４
，
５７３

ク ふ る さと 農 園 田 園 エ リ ア 長 屋 門 そ の 他 新 築 電 気 設 備 工 事 広 尾 電 設 ２，５２３

６ ／２７ 市 立 稲 毛高 等 学 校 ・特 別 教 室 棟 増 築 電 気 設 備 工 事 モ デ ン工 業 ３３，９９０

ク 稲 浜 中 学校 ・ 散 水 電気 設 備工 事 滝 口 電 気 工 業 ５，４５９

ク 幕 張 中 学 校 ・ 屋内 運動 場 改 築電 気設 備 工 事 大 東 電 設 １１，３３０

７／ ２
（仮 称） 千 葉 市消 防 防 災 総合 セ ン ター 装 備実 習 工 場 新 築 ・

電 気 設 備 工 事
山 栄 電 機 ７３，３３６

７／ ９ 轟 町 中 学 校 ・ 校 舎 天 井改 修 電気 設 備 工 事 西 千 葉電 設 ４，３２６

〃 都 賀 小 学 校 ・ 散 水 電 気 設 備 工 事 新 千 葉 電設 ２
，
８６３

〃 本 町 小 学 校 ・ 同 上 工 事 双 葉 電 設 ２
，
８８４

ク 幸 町 第 四小 学 校 ・ 同上 工 事 北進 電 設 ３，０３８

〃 高 浜 第 三小 学校 ・ 同上 工 事 安 藤 電 気 工 事 ３，６６６

〃 磯 辺 第 三 小 学 校 ・ 同 上 工 事 ク ４
，
１９２

〃 朝 日 ケ 丘 小 学 校 ・ 同 上工 事 染 谷 電 気 商 会 ４，２７４

〃 真 砂 第 五 小 学 校 ・ 散 水 電 気 設 備 工 事 〃 ５
，
５１０

ク 生 浜 西 小 学 校 ・ 同 上 工 事 千 葉 電建 ７，００４

７ ／１６ 都 小 学 校 ・ 高 圧 ケ ー ブ ル 改 修 工 事 吉 田 電 設 １，９７７

７ ／２３ 土気 小 学 校 ・ 同 上 工 事 千葉 電 建 ２，ｌ！１

〃 花 見 川 第 四 小 学 校 ・ 同 上 工 事 ト マ ツ 電 設 ２
，
５２３

ク 幕 張西 中学 校 ・ 仮 設 給 食 受 取 室 移 築 電 気 設 備 工 事 大 東 電 設 １
，
６１７

７ ／２５ 市 立 東 部 図書 館・ 空 調 設 備 改 修 電 気 設 備 工 事 双 葉 電 設 ５，２５３

７ ／３０ 畑 小 学 校 給 食 室改 装 電気 設 備 工 事 大 秋 電 気 工 業 ４，９２３

８ ／ １ 市 民 会 館 排煙 非 常用 発電 機 改 修 工 事 成 田 電 機 １１ １２４，

匪



（協） 千葉 電友会だ より ⑳

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

２ 年 ８ ／ ６ 千 城 台 南 中 学 校 格 技 場 新 築 電 気 設 備 工 事 桜 田 電 設 １，３４９

〃 生 浜 西 小 学 校 他 １ 校 ・ 高 圧 ケ ー ブ ル 改 修 工 事 奄 美 電 設 ４，３２６

〃 花 園 中 学 校 ・ 格 技 場 新 築 電 気 設 備 工 事 笈 川 光 和 電 気 １，３３９

〃 都 賀 中 学 校 ・ 同 上 工 事 白 河 電 設 １，３１８

〃 北 部 図 書 館 ・ 改 修 同 上 工 事 千 石 電 設 ３
，
１９３

８ ／２０ 朝 日 ケ 丘 中 学 校 ・ 増 築 電気 設 備 工 事 東 電工 ４
，
４２９

〃 誉 田 小 学 校 ・ 受 水槽 改 修 電 気 設 備 工 事

‘

オ リオ ン 電気 工 事 ５，９７４

８ ／２１ （仮称） Ｅ 区 総 合 支 所 ・新 築 電気 設 備 工 事 千代 田 ・ 千葉 建 設ＪＶ ２６２，６５０

〃 （仮 称） 千 葉 市 総 合 保 険 医 療 セ ン タ ー ・ 同 上 工 事
東 工 ・ 大 興 ・

石 本 建 設 Ｊ Ｖ
１
，
０３４
，
１２０

〃
（仮 称） Ｂ 区 総 合 支 所、 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー 消 防

署 ・ 同 上 工 事
大 栄 ・ 岡 田 建 設 Ｊ Ｖ ４８４

，
１００

２ 年 ８ ／２１ （仮称） Ａ 区 総 合支 所 ・新 築 電気 設 備工 事 和 光 ・ 東 陽建 設Ｊ Ｖ ２９４，５８０

８ ／２７ 真 砂 第 一 中学 校他 １ 校 ・部 室 新築 電気 設 備 工事
新 都 市 サー ビス セ ン

ター
１，４９３

９ ／ ５ 中 央下 水処 理 場 第二 系 統 電 磁 流量 計 交換 工 事 大信 電 業 ７，
４６７

９ ／１０ 南部 土 木 事務 所増 築 電気 設 備工 事 千 葉 電 業社 １，７０９

９ ／１７ 千 草 台 中学 校 他１ 校 ・ プー ル付 属 屋改 築 電気 設 備工 事 京葉 電 設 ４
，０９９

ク 川 戸 中 学 校・ 連絡 通 路増 築 電気 設 備工 事 水沼 電 業 社 ３，３９９

ク 照 明灯 設 置交 換工 事 （蘇我 １ 丁目 他） 吉 田電 設 ２
，
９２５

９ ／１９ 幸 町 第 三小 学 校・ 給 食室 増 築 電気 設備 工 事 新 千 葉 電 設 ７，２６１

〃 動 物 公 園作 業 員 詰 所 改 築 電 気 設 備 工 事 双 葉 電 設 ５，３５６

〃 稲 丘 小 学 校 他 １ 校 ・ プー ル 付 属 屋 改 築 電 気 設 備 工 事 滝 口 電 気 工 業 ４，９４４

９ ／２５ 誉 田 南 公 園 照 明 灯 設 置 工 事 千 葉 電 業 社 ２，１３２

９ ／２６ 生 浜 公 民 館 改 築 電 気 設 備 工 事 藤 沼 電 設 ３０，７４５

１０／ １
（仮 称） 古 市 場 地 区 ス ポ ー ッ セ ン タ ー 体 育 館 新 築 電 気 設 備

工 事
高 率 電 設 ６１，８００

１０／ ８ 星 久 喜 教 職 員 住 宅 ・ 給 水 施 設 改 修 電 気 設 備 工 事 川 島 電 気 設 備 ２，９９７



ー１２ー （協） 千葉電 友会だよ り

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

２ 年１０／ ８ 園生 教 職員 住 宅・ 給 水施 設改 修 電 気 設 備工 事 安 藤 電 気 工 事 ２，８９４

１０／１１ 院内 小学 校 ・給 水 施 設 改 修 電 気 設 備 工 事 大 信 電 業 ８，１８８

〃 千 葉 競 輪 場 第 １ ・ 第 ２ コ ー ナ ー ス タ ン ド 改 修 同 上 工 事 京 葉 電 設 ９
，
２７０

１０／１６ 稲 毛 海 浜 公 園 ・ ウ ォ ー タ ー ス ラ イ ダー 電 気 設 備 工 事 千都 防 災 工 業 ４，６３５

１０／２２ 桜 木 園 浴 室 増 改 修 電 気 設 備 工 事 双葉 電 設 １，５７５

〃 千 葉 公 園 体 育 館 ・ 給 水施 設 改修 電気 設 備工 事 西 千 葉電 設 １，８７４

１０／２９ 花 園 小 学校 受 水槽 改修 電 気 設 備 工 事 京 葉 工 業 ３，４５０

〃 黒砂 ポ ン プ 場 汚水 ポ ン プ１ 号 可 変速 装 置 設 置 工 事 栄 光 社 １４，４２０

〃 庁 舎 照明 設 備 改 修 工 事 豊 田 電 気 １１，１２４

１１／１３ 幸 ・ 黒 砂 ポ ン プ場 水 位 計 交 換 工 事 奄 美 電 設 ４，６３５

ク 高 州 中 学 校 高 圧 ケ ー ブ ル 改 修工 事 新 千 葉 電設 ２
，０６０

ク 檀 橋 小 学校 他１ 校 高圧 ケ ー ブル 改 修工 事 トマ ツ 電 設 ４，８４１

１１／１４ 市立 千 葉高 等 学校 受変 電 設 備 改 修工 事 千 石 電 設 ９，４７６

〃 農 政 セ ンタ ー園 芸 温室 １ 号 棟 電 気 設 備 工 事 大 西 電 設 １０
，３
００

１１／２８ 幕 張 本郷 駅 前広 場 公 衆 便 所 新 築 電 気 設 備 土 事 染 谷 電 気 商 会 ７
，
５７０

〃 千 城 台東 第 一保 育 所 電 気 設 備 改 修 工 事 桜 田 電 設 ６，１８０

１２／３ 花 見 川 サ イ ク リ ン グコ ー ス 橋 梁 下 照 明 灯 設 置 工 事 大 東 電 設 ２，４１０

１２／ ５ み つ わ 台 第 ２ 公 園 庭 球 場 夜 間 照 明 電 気 設 備 工 事 光 栄 電設 工 業 １４，５２３

１２／１０ 土 気 小 学 校 Ｃ Ａ Ｉ 室 整 備 電気 設 備工 事 千 葉電 建 ２，９８７

１２／！２ 真 砂 第 三 小 学校 他１ 校 高圧 ケ ー ブル 改修 工 事 染 谷 電 気 商会 ５，１５０

〃 道 路 照明 灯設 置 工事 （その １） 豊 田 電 気 ３２，４４５

〃 〃 （そ の ２） （随 契） 千 葉 塚 田 電 気 １３
，
９０５

１２／１７ 轟 町 中学 校 受 水 槽 改 修 電 気 設 備 工 事 西 千 葉 電 設 ２，０３９

１２／１９
Ｈ ２年 度 千 葉 市 公 営 住 宅 （仮 称） 誉 田 ２ 丁 目 団地 Ａ ブロ ッ
ク 電 気 設 備 工 事 昌 信 電機 工 事 １２，６６９



（協） 千葉 電友会 だより ー２２（

落札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

２ 年１２／１９
Ｈ ２ 年 度 千 葉 市 公 営 住 宅 （仮 称） 誉 田 ２ 丁 目 団 地 Ｂ ブロ ッ
ク 電 気 設 備 工 事 （随契）渡 辺 電 気 工 業 １２

，
４６３

１２／２５ （仮 称）千 葉市 消 防防 災総合 セ ン ター 訓 練塔 新 築 電気 設備 工 事 山 栄 電 機 ８４，３５７

〃 椿 森 中 学 校 受 水 槽 改 修 電 気 設 備 工 事 京 葉 電 設 ２，４２０

３ 年 １ ／１４ 幕 張 西 小 学 校 高 圧 ケー ブ ル改 修 工 事 染 谷 電 気 商 会 ２，１３２

〃 高 洲 高 ニ ポ ン プ 場 水位 計増 設 工 事 滝 口 電 気 工 業 １，４４２

１／１６ 社 会福 祉 事 業団 ビル 改 修 電 気 設 備 工 事 渡 辺 電 気 工 業 ３，４８１

１ ／２２ 南 部下 水 処 理 場 場 内 環 境 整 備 工 事 粟 飯原 電 気商 会 ２
，９１４

〃 誉 田 中学 校 電 灯 設 備 改 修 工 事 北 陽電 機 産業 ２
，
２６６

１ ／２４ 星 久喜 中 学 校 他 １ 校 電 灯 設 備 改 修 工 事 千 葉電 建 ６，１８０

１ ／２８ 長 作 小 学 校 他 １ 校 電 灯 設 備 改 修 工 事 京葉 電 設 ４，５１１

〃 真 砂 第 ２ 小 学 校 同 上 工 事 大東 電 設 ２
，
４５１

３ ／２０ 昭 和 の 森 便 所 動 力 他 幹 線 布 設 工 事 冨 田 電 機 工 業 ３５，０２０

４ ／２２ （仮 称） Ｅ 区 消 防 署 新 築 電 気 設 備 工 事 協 同 電 業 社 ９６，２０２

４ ／３０ 市 庁 舎 電 灯 電 源 設 備 改 修工 事 成 田 電 機 ７３，１３０

５ ／ ７ 稲 毛 老 人福 祉 セ ンタ ー 空調 ・ 給排 水 電気 設備 補 修工 事 北 斗 電 業 １０，８１５

５ ／１７ 西 千 葉 駅南 口 広場 照 明灯 設 置工 事 （随 契）東 陽 電 気工 事 ３２，９６０

５ ／２４ （仮称） 大椎 第二 小 学校 新 築 電気 設備 工 事 新 東 電 設 工 業 １４４
，
２００

５ ／２０ 長作 チ ビッ コ 広 場 他 ４ カ 所 照明 灯 設 置 工 事 染 谷 電 気 商 会 ３
，７
５９

６ ／３ 市 役 所 大気 汚 染測 定 局 他 ２ 局 避 雷 針 設 備 改 修 工 事 安 藤 電 気 工事 一 ２，４２７

〃 泉 谷 小 学 校 増 築 電 気 設 備 工 事
．北 陽電 気 産 業 ２，１８３

６ ／ ５ 誉 田 小 学 校 増 築 電 気 設 備 工 事 進和 電 気 ７，２１０

ク 西 の 谷 小 学 校 増 築 電 気 設 備 工 事 大 東 電 設 ６，４１６

６ ／１０ 川 戸 中 学 校 ・ 散 水 電 気 設備 工 事 水 沼 電 業 社 ２
，９９７

〃 高 洲 第 一 中学 校 ・同 上工 事 新 千 葉 電 設 ３，７３８



）３２ー （協） 千 葉電友会 だより

落札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金 額

３ 年 ６ ／１０ 大 宮 中 学 校 ・ 散 水 電 気 設 備 工 事 北 陽 電 機 産 業 ４，ユ２０

６ ／１２ 都 賀 中 学 校 ・ 同 上 工 事 光 栄 電 設 工 業 ６，３８６

〃 高 洲 第 三 小 学 校 ・ 同 上 工 事 西 千 葉 電 設 ５，１５０

６ ／１７ 桜 木 霊 園 作 業 員 詰 所 内 部 改 修 そ の 他 電 気 設 備 工 事 双 葉 電 設 １，６８９

６ ／２４ 千 城 台 南 小 学 校 ・ 散 水 電気 設 備 工 事 進 和 電 気 ３，１９３

ク 西 小 中 台 小 学 校 ・ 同 上 工 事 安 藤電 気 工事 ２，８０１

〃 あ や め 台 保 育 所 ・ 天 井 地改 修 電気 設 備工 事 粟飯 原 電気 商 会 ２，２６６

６ ／２６ さつ き が 丘小 学 校・ 散 水電 気 設 備 工 事 トマ ツ 電設 ７，５７０

〃 検 見川 小 学校 ・ 同上 工事 染谷 電 気 商会 ５，４１７

ク 大 森小 学 校・ 同上 工 事 大信 電 業 ５，３０４

７ ／ ３ 農 園田 園エ リ ア 屋 家 ・ ふ る さと 工 房 新 築 電気 設 備工 事 双 葉 電 設 ２，９３５

ク 市民 会 館 ・ 空 調 熱 源 改 修 電 気 設 備 工 事 ア イ シ ン電 気 工 事 ３１，４１５

７ ／８ 市 立 幕 張小 学 校 散 水 電 気 設 備 工 事 大 東 電 設 ３，２９６

〃 市 営 住 宅 白 旗 団 地 受 水 槽 改 修 電 気 設 備 工 事 千 葉 電 業 社 １，４４２

〃 市 立 山 王 小 学 校 ・ 散 水 電 気 設 備 工 事 広 尾 電 設 ４，０６８

ク 市 立 高 浜 第 二 小 学 校 ・ 同 上 工 事 千 葉 電 建 ４，４８０

〃 社 会 教 育 セ ン タ ー 空 調 等 改 修 電 気 設 備工 事 京 葉電 設 ７，００４

ク 真 砂 第 四 小 学 校 ・散 水 電気 設 備工 事 染谷 電 気 商会 ５，４５９

〃 禎 橋 中 学 校 ・ 同 上 工 事 ト マ ツ 電 設 ５
，
０９８

７ ／２２ 大宮 学 園・ 冷 暖房 電 源設 備 工 事 東 電 工 ２，５８５

ク 高 浜中 学校 ・ 格 技 場 新 築 電 気 設 備 工 事 京 葉 工 業 １，８０２

ク 末広 中 学校 ・ 部 室 新 築 電 気 設 備 工 事 昌 信 電 機 工 事 １，５２４

ク 磯 辺 第 二 中 学 校 ・ 部 室 新 築 電 気 設 備 工 事 トマ ツ 電 設 １
，３３９

〃 千 城 台 南 小 学 校 天 井 改 修 電 気 設 備 工 事 北 進 電 設 ３，９６５



（協） 千葉 電友会だより ）婆２ー

落札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

３ 年 ７ ／２２ 山 王 中 学 校 格 技 場 新 築 電 気 設 備 工 事 千 都 防 災 工業 １
，
２９７

７ ／２９ 平 山 保 育 所 電 灯 設 備 改 修 工 事 千 葉 電 建 ２
，
４２０

〃 療 育 セ ン タ ー 厨 房 冷 房 電 源 設 備 工 事 笈 川 光 和 電気 １，４２１

８ ／ ５ 磯 辺 第 一 小 学 校 Ｃ Ａ Ｉ 室 整 備 電 気 設 備 工 事 新 千 葉 電 設 １，７５１

８ ／２０ 市 営 住 宅 轟 町 第 一 団 地 建 替 事 業 第 一 工 区 電 気 設 備 工事 共 和 電 気 工 業 １２４
，
６３０

８ ／２３ （仮 称） 千 葉 市 立 美 術 館 ・ Ｃ 区 総 合 支 所 新 築 電 気 設 備 工 事
ト ー エ ネ ッ ク ・

城 南 Ｊ Ｖ
１
，
３９５
，
６５０

８ ／２６ 稲 毛 海 浜 公 園 高 圧 引 込 用 配 電 盤 他 改 修 工 事 染 谷電 気 商 会 ３，７３８

ク 千 城 台 南 中 学 校 プー ル ・ 附 属 室 改 築 電 気 設 備 工 事 吉 田電 設 ３，９１４

ク 土 気 中 学 校 プー ル ・ 同 上 工 事 千 葉 電業 社 ３，３２７

電友会の事務所を

皆 様 も っ と御 利 用 下 さ い

一 麻 雀 卓 も あ り ま す 一

（事務局より）



一

ー５２（ （協） 千葉電友会だより

事 務 局 だ よ ）◎

慶 祝

□３年９月 ８日滝口電気工業社長滝ロ 勝征氏長男 正彰氏（２３）が御結婚されま した。
「

一 お めで と う ご ざいま す。 一

言卜 報

■粟飯原電気商会社長御母堂りよ様 ３ 年１月１０日

■東電工社長御母堂すい様 ３年８月３１日

■金高電設工業社長御尊父盛義様 ３年９月１０日

■株式会社 増田電気工業所社長御令室れい子様 ３年９，月２５日
一 謹 ん でお 悔 や み 申 し上 げ ま す。 一

新規加入組合員

□金高電設工業㈱ 代表取締役 金高忠義氏

住所 千 葉市大 木戸町９３－７５

ＴＥＬ ９ ４ － ４ １ ６ １

□㈱光電社 代表取締役 渡辺正一氏

住所 千葉市こてはし台４－７－５

ＴＥＬ ５ ７ － ０ ３ １ １

□㈲北園電業 代表取締役 北園皓三氏

住所 千葉市越智 町８ ２２－５５

ＴＥＬ ９４ － ２ ５ ７ ３

今後の御活 躍、 御発展 を祈ります。
社名変更

□鈴 木電業 株式会社→ス ズデン株式会社 ２年１０月１ 日

住所変更

□有限会社進和電気 新住所 千葉市黒砂台２丁目７番２号

□株式会社桜田電設 新住所 千葉市更科町２５４３－４４

ＴＥＬ ３ ９ － ０ ３ ９ ６

新社屋落成

□冨田電機工業株式会社

代表取締役・冨田 武氏

３ 年 ９月 ７ 日 落 成 致 しま した。

お め で と う ご ざい ま す。
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本 社 〒１４１ 東 京 都 品 川 区 上 大崎２－１０－４３ 容０３－３４４４－４１１１（大代）

干 葉 支 社 〒２６０ 干 葉 市 新 宿 町２－３－１６ 容０４７２－４１－５５９１
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蝉 』』式高圧受電設備

ＣＨＩＢＡ ＤＥ：ＮＫｌ ＳＥＩＫＯＳＨＡ

千葉県諸官庁及 び建設省 規格配電盤・ 設計・製造販売

株式会社 千 葉 電 機．精 工 社

本 社 千葉県千葉市加曽利町４７５－１ 〒２８０

電 言舌 ０４７２（３１） ８７５５（イざ）

ファクシミリ ０４７２（３２） ０４７９



一

ー７２ー （協） 千葉電友 会だより

」多：麓 謄 で蕩猛謄。

農洗 鰐の防災 ンズタ：ム汐乳姜「塗を
・ネジφクーク乙まラ乞 ＼

綴欝

、

、 ／

１

センサか ら受 誰 まで防災ネ・トワークのイ言頼 性 を 層高 めた二。タンＲＸＮ －５。
中小 規模 ビル にお いて・火災 検出のイ言頼性、工 事の 簡易化、中 器 の 保守 性、ト＿
タルコス トダウ ンなど安全を守 るニー ズ１・ 罐 にお応えす るため、 融 な防災 テクノロ ジー を多彩 に装備 して いま 眺

ＲＸＮ－５

③ 二Ψ７蹴 聡 梅葉支織 趨藩町舗 艦１繍ｌｌｌ灘，

閥ａ量ｉｏｎａ■ 厘４無翻
省 エ ネ ・ 省 ス ペ ー ス ・ 安 全 性 を 追 求 した

キュービクル式高圧受電設備

■キュービクルの種類 ■■■軽幽■■一
ｒ Ｆ 　

一

，
念
． 一

松下電器産業株式会社
ＨＡＬＳ千葉営業所・千葉市新田 町２番２２号・Ｅ Ｏ４７２（４３）２２３２
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一 灘総灘シート採．
能 美 防 災 株 式 会 社 千 葉 支社 ＝ 〒２６０ 千 葉市神 明町１３－１大 宗神明 ビル Ｔ∈Ｌ，０４７２（４６）３６７７ＦＡＸ，０４７２（４６）５００５

本 社 ＝ 〒１０２ 東京 都 千 代 田 区九 段 南４－７－３ ＴＥＬ．０３（２６５）０２１１ ＦＡＸ．０３（２６３）４９４８

編 集 後 記

千葉市も政令指定都市に向けて新しい時代を迎えようとしてい

ま す。 当 電 友 会 も 新 組 織 と な り ま した。 皆 様 の 益々 の 発 展 を 祈

り ま す。

発行所 協 同 組 合 千 葉 電 友 会

千 葉 市 栄 町 ２４ － ９

ＴＥＬ Ｏ４７２－２２－８８２８

ＦＡＸ Ｏ４７２－２４－８２８８

発行責任者 岩 崎 興 二

編集責任者 藤 巻 誠 一
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● 配管・電 路 資 材

●受配電設備機器

● 分 電 盤・開 閉 器

●配線器具


